西アフリカ・サヘル地域の人びとの暮らしと生業 ―ニジェール共和国の村落の事例から― by 佐々木 夕子 & 小村 陽平
砂漠化をめぐる風と人と土
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もある（Matlock and Cockrum 1976）。そして、
③政治的定義では、②政治生態学的定義と同様






































の幅は 300 ～ 400 ㎞となり、その幅は降水量の
年々の変動に伴って南北に頻繁に変動し、その
南限と北限は、多雨年には平均位置よりも 200
～ 300 ㎞も北上し、反対に干ばつの年には 200



















































































た（門村 1989、表 1-1）。1960 年代前半までは
湿潤期が続いていたが、それ以降は乾燥期が続
いており（図 1-3）、1896 年頃より少雨の傾向








り（Sen 1982、Warner et al. 2009）、1974 年まで
にニジェール、マリ、モーリタニアでは 75 万
人以上が食料援助に全面的に依存する事態に








表 1-1　サヘル地域における 15 世紀以降の気候変遷
年　代 出来事 年　代 出来事
1420-1465 年 ボルヌ飢饉 1847-1848 年 モーリタニア、テラッツァ飢饉
1480-1510 年 チベスチ（チャド北部） 1851-1854 年 チャド湖拡大
1537-1539 年 ニジェール川大湾曲部干ばつ、飢饉 1854-1855 年 モーリタニア、ティチット飢饉
1548-1566 年 ボルヌ（ドゥマナ時代）飢饉 1860-1862 年 サハラ大雨
1550 年頃 湿潤期の終わり 1860-1863 年 セネガル、サンルイ少雨
1681-1687 年 ワダイ河川流路切断、干ばつ 1866-1894 年 サハラ－サヘル湿潤期
17 世紀末 チベスチ（チャド北部）放棄 1896-1916 年 サヘル乾燥期
1711-1726 年 ボルヌ（ドゥマナ時代）7 年の飢饉 1913-1914 年 深刻な干ばつ
1723-1745 年 モシ（ケンガ時代）2 年の飢饉 1910-1916 年 サヘル干ばつ
1738-1751 年 ボルヌ（モハメド時代）2 年の飢饉 1916-1918 年 サハラ－サヘル多雨
1751-1753 年 ボルヌ（ドゥマナ時代）酷い飢饉 1941-1943 年 サヘル干ばつ
1770 年頃 チャド湖一部干出 1944-1948 年 サヘル干ばつ
1771-1775 年 モーリタニア、サヘル飢饉 1951-1954 年 サヘル湿潤
1779-1790 年 チャド湖拡大 1961-1964 年 サヘル湿潤
1801-1813 年 チャド湖縮小 1967-1967 年 エチオピア多雨
1828-1833 年 ワダイ飢饉 1972-1973 年 深刻な干ばつ
1828-1835 年 チャド湖一部干出 1983-1984 年 深刻な干ばつ
門村（1989）より作成






ことがある（Mortimore and Adams 2001）。ま
た、気候的要因が食料生産の減少に直結し、貧
困が起こることが国際社会の関心を集めており














た。国土は 1,267,000 ㎢であり、日本の約 3.4 倍
であるが、国土の 3 分の 2 はサハラ砂漠に覆わ
れている。ニジェール西部を流れるニジェール


































































人口は 16,068,994 人、農村部人口率は 82 % で
あった（World Bank 2012）。世界で最も人口が
急速に増えている国のひとつであり、2012 年






て い る（LʼInstitut National du Niger 2002）。 人
口の過半数を占めるハウサが最大民族である
が、ハウサは、Atsinawa、Gobiraoua、Bougaje、




























































のザルマについては、Ardant du Picq （1933）に
詳しい（図 1-5）。それによれば、ザルマの起源
はマリ南部に位置するジェンネ（Dyenne）であ







































































時間帯 5:00-10:00 10:00-12:00 12:00-15:00 15:00-18:00 18:00-22:00 就寝時
ザルマ語 Kani Baani Wete Baani Foy Baani Wicira Baani Hire Baani Iri ma Kani baani

























































































































































































































































































































ハウサランド中核部 ( コア )














































































































ランドに 7 ～ 8 の国家をつくっていた。伝













































し、1890 年と 1898 年の両国の協定でフラン























































か否かを問うた 1958 年 9 月の国民投票では、
アマニ・ディオリは賛成を、ジボ・バカリ
は共同体からの離脱を主張したが、結果は




1959 年に UDN の後身であるサワバ党を禁




　大林・中村（1989）は 1960 ～ 1999 年までの
ニジェールの政治について次のようにまとめた
（表 1-4）。
◆ディオリ・アマニ政権（1960 ～ 1974 年）
1960 年 8 月 3 日、ニジェールは旧宗主国フ
ランスから独立し、初代大統領にはディオ





◆セイニ・クンチェ政権（1974 ～ 1987 年）

















◆アリ・サイブ政権（1989 ～ 1993 年 ）
1989 年 9 月の国民投票で 99 % の賛成を得て
新憲法が成立し、セイニ・クンチェのいと
こである国軍参謀長アリ・サイブは同年 12





党制の導入を表明した。1991 年 7 月からの
国民議会で、憲法の停止と暫定政府の構成
が決定され、1992 年 12 月に複数政党制を認
める憲法が国民投票による賛成多数で成立
した。
◆マハマン・ウスマン政権（1993 ～ 1996 年）




する国民の反発を受けて 1994 年 10 月に国
民議会は解散となり、1995 年 1 月の国民議
会議員選挙ではマハマン・ウスマン支持の





























1958 年 9 月 フランス共同体に加盟




1974 年 4 月 セイニ・クンチェによる軍事クーデター、軍事政権樹立
1975 年 西アフリカ諸国経済共同体（ECOWAS/CEDEAO) 設立・加盟
1984-1985 年 サヘル地域の大干ばつ
1987 年 11 月 セイニ・クンチェ病死
1989 年 12 月 アリ・サイブ大統領選出
1990 年 11 月 複数政党制の導入
1993 年 3 月 マハマン・ウスマン大統領選出
1995 年 4 月 トゥアレグ問題（1991 年 10 月～）に関する和平合意が成立
1996 年 1 月 イブラヒム・マイナサラ・バレによる軍事クーデター
1996 年 7 月 イブラヒム・マイナサラ・バレ大統領選出
1999 年 4 月 イブラヒム・マイナサラ・バレ大統領暗殺
1999 年 10 月 ママドゥ・タンジャ大統領選出
2000 年 5 月 ニジェール川レテ島のベナン政府施設をニジェール軍が破壊（国境紛争）
2001 年 2 月 学生デモによりニアメ大学閉鎖
2004 年 12 月 ママドゥ・タンジャ大統領再選
2009 年 8 月 大統領三選を可能とする新憲法が国民投票採択
2010 年 2 月 サル・ジボによる軍事クーデター、タンジャ大統領拘束





◆ママドゥ・タンジャ政権（2000 ～ 2010 年）












ンジャ大統領は 12 月、MNSD 書記長のアマ
ドゥ元首相を首相に任命した。2004 年 12 月
に再選を果たしたママドゥ・タンジャ大統































　1971 年に開始されたウラン採掘は 1978 ～
1981 年の間に 3.3 倍となり、輸出の 80 %、GDP
（国内総生産）比 20 %（1980 年）を占める経済
の主柱に成長した。ウラン輸出の好調に支え
られ、ニジェール経済は 1970 年代後半に GDP
年平均 9.6 % 増という高い成長率を記録した
が、1980 年以後ウランの国際価格が低下する
と、成長率は 1 % へと落ち込んだ。なお、近年
表 1-5　ニジェールの主な輸出入相手国（2010 年）
表 1-6　ニジェールの主な輸出入品（2010 年）
The Observatory of Economic Complexity （2010）
輸出相手国 全体に占める割合 (％ ) 輸入相手国 全体に占める割合 (％ )
1 フランス 39 中国 48
2 アメリカ 13 フランス 8
3 日本 10 イギリス 7
4 スイス 10 日本 4
輸　出　品 全体に占める割合（％） 輸　入　品 全体に占める割合（％）
1 放射性化学物質 33 石油製品 9
2 ウラン 31 建築資材 9
3 金 10 車輛（物資運送用） 3
The Observatory of Economic Complexity （2010）
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の経済成長率は、8.7 %（2008 年）、-0.9 %（2009




















　ニジェールは農村部人口率が 82 %（World 
Bank 2012）であり、これらの農村部住民は主
に農耕と牧畜を営んでいる。農林水産は独立直
後、GDP 比 69 %（1960 年）を占めていたが、
1970 年代の干ばつにより大打撃を受け GDP
比 33 %（1980 年）に低下した（大林・中村 
1989）。近年では、農林水産業の GDP 比は 40 


















体の面積は約 500 ㎢で、大小 40 の村が点在す


































る。発芽してから開花までの 30 ～ 40 日と、開
花後 5 ～ 30 日が最も降水の影響を受けやすく、
逆に開花後 30 日を過ぎた結実期はそれほど水
分を必要としない（Winkel et al. 1997）。2001 年、













































































































































































































































10月5月 6月 7月 8月 9月
10月5月 6月 7月 8月 9月
図 1-12　ファカラ地域における 2001 年（通常年）と 2005 年（干ばつ年）の日降水量の比較
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2005 年共に 6 月の始めに 20 ㎜近くの降水量が
あり、この時期に播種をしたとすれば、その
後の 2 ヶ月の降水が重要になる。2001 年は、6
月半ば過ぎに 40 ㎜を超える降水があり、7 月
に半ばにも 30 ㎜を超した日が 2 日観測されて
いる。一方、干ばつ年にあたる 2005 年は、播








































図 1-14  テッサウア・コミューンの年間降水量と
降水日数
（テッサウア県農業局の観測データより作成）
























（87.8 %）、フルベ（8.3 %）、ザルマ（0.4 %）で
あ り（Direction Generale de lʼInstitut National de 








































サウア市から、T 村は約 9 ㎞、N 村は約 15 ㎞











り、料金は T 村からは往復 1,000 Fcfa、N 村か
らは往復 1,500 Fcfa であった。両村は集村形態
を取り、村落の周囲には畑が広がっていた。近
郊のハウサの村落までの距離は T 村は約 4 ㎞、








ら 8 ～ 11 月にかけて流れてくる Goulbin Kaba
という名称の季節河川があり、N 村の近くには
雨季の期間のみに水が溜まる沼があった。T 村
の人口は 1,789 人（男性 879 人、女性 910 人）、
世帯数 256 であった（Direction Departementale 
dʼaménagement du terristoire et du développement 
2012）。N 村の人口は 2,272 人（男性 1,117 人、
女性 1,155 人）、世帯数 256 であった（Direction 
Departementale dʼaménagement du terristoire et du 
développement 2012）。ニジェールの 2011 年の
人口増加率は 3.5 % であったが（World Bank 
2012）、両村においても人口は年々増えており、
人口は 10 年間で約 1.5 倍に増えていた。した
がって、以前は畑であった村落の周縁部が宅地
化され、村落が拡大していく様子が見られた。
両村にはハウサ語で mai gari と呼ばれる村長が












2　マリの Tombouctou 地方では Songhoy ( ソンゴ







































　2005 年 4 ～ 5 月（農耕民ザルマ（以下ザルマ）
男性対象）、2007 年 1 ～ 2 月（牧畜民フルベ（以
下フルベ）男性対象）、2008 年 1 ～ 3 月（ザル
マ男性対象）、2008 年 1 ～ 3 月（ザルマ女性対象）
の計 7 ヶ月間、ファカラ地域において、質問票
を用いた聞き取り調査を行った。フルベ 38 世













た時間は 30 分～ 1 時間で、調査終了時にお礼






















る（Hiernaux and Ayantunde 2004、図 2-1、2-2、
2-4）。ザルマの青年および壮年男性（20 ～ 45 歳）
の多くは、収穫が終わるとすぐに近隣のベナ
ン、トーゴ、ガーナ、ナイジェリアといった沿














も増え（Ayantunde et al. 2007）、土地への利用
圧が増す一因となっている。










































耕作中 休閑中 貸出 取得方法 ** ウシ ( オス ) ウシ ( メス ) ヤギ・ヒツジ ロバ 家禽類
1 Ka 4 1 0 10,000 3 0 0 B3 9 1 23 2 6
2 Tch 5 0 0 15,000 1 0 0 B1 12 4 38 4 30
3 Ka 13 0 0 25000 2 0 0 B2 5 0 7 0 6
4 Bnz 8 0 0 0 1 0 0 B1 7 2 10 2 23
5 ZS 12 0 2 0 3 0 0 B3 11 4 3 0 32
6 Bnz 8 0 0 2,000 1 0 0 B1 18 2 9 2 54
7 Ko 9 1 0 7,000 2 0 0 B2 7 3 20 1 20
8 Ko 7 0 0 0 1 0 0 B1 23 2 180 0 0
9 Bnz 7 0 1 7,000 1 0 0 B1 15 2 7 1 11
10 Bou 6 0 0 7,000 2 0 0 B2 30 15 40 3 10
11 Tch 9 0 0 7,000 1 0 0 B1 30 10 27 4 50
12 Bnz 8 0 1 7,000 1 0 0 B1 6 2 21 2 21
13 Ka 11 0 0 0 3 0 0 B3 30 4 20 6 50
14 Tch 7 0 1 7,000 2 0 0 B2 3 0 0 2 30
15 ZB 9 0 0 7,000 1 0 0 B1 0 0 4 0 0
16 Bnz 8 0 0 0 1 0 0 B1 95 5 5 1 10
17 Ko 8 0 0 7,000 2 0 0 B2 15 3 15 2 48
18 Bnz 4 0 0 7,000 1 0 0 B1 7 2 10 3 14
19 ZS 10 0 0 7,000 2 0 0 H1, P1 70 23 100 16 64
20 BK 4 0 0 0 1 1 0 B2 0 0 0 0 0
21 TC 7 0 0 7,000 1 0 0 B1 0 0 20 0 10
22 Bnz 7 0 0 0 1 0 0 ? 8 2 15 1 20
23 TC 6 0 0 7,000 1 0 0 B1 0 0 10 5 0
24 Ko 11 0 0 7,000 1 0 0 B1 9 2 25 3 20
25 Ko 5 0 0 0 1 0 0 B1 30 2 15 0 15
26 Ko 8 0 2 10,000 1 0 0 B1 29 4 9 2 16
27 Ko 9 2 0 7,000 1 0 0 B1 5 2 0 1 10
28 Ko 12 1 0 12,000 1 0 0 B1 7 2 42 5 36
29 Bou 9 0 1 0 1 0 0 B1 2 2 14 3 20
30 BK 18 0 1 7,000 1 1 0 B2 1 0 155 22 180
31 ZB 11 0 1 0 2 0 0 B2 18 2 10 3 38
32 Ko 7 1 1 50,000 1 0 0 B1 7 2 9 1 11
33 Bnz 9 0 0 7000 1 0 0 B1 16 5 24 4 1
34 Tch 7 0 0 7,000 1 0 0 B1 5 1 2 0 0
35 Ko 10 0 0 7,000 3 0 0 P3 3 1 33 4 20
36 Tch 12 0 0 0 1 0 0 B1 16 3 2 4 60
37 Tch 8 0 0 0 3 0 0 B3 10 4 53 7 40
38 Ko 8 0 2 0 2 0 0 B2 4 2 5 2 5
平　均 8.4 0.2 0.3 6578.9 1.5 0.1 0.0 14.8 3.2 25.8 3.1 25.8 
表 2-1　フルベの世帯構成・出稼ぎ・土地利用・家畜飼養状況（2007）
* 所 在 地：Bani Koubey (BK), Bani Zoumbou (Bnz), Boundou (Bou), Katanga (Ka), Kodey (Ko), Tchigo Tegui (Tch), Tondi 


























































　表 2-2 は、先の表 2-1 と同じフルベ男性に対
し栽培作物と販売作物、有用植物の採集場所や
その販売の有無について聞き取りしたものをま










± 10 品目で、その内販売対象となるのは 10 ±
8 品目であった。有用植物の採取場所のうち、






































叢林や草原 台地 休閑地 季節湿地 合　計
作物数 販売 品目数 販売 品目数 販売 品目数 販売 品目数 販売 品目数 販売
1 Ka 6 6 20 7 6 1 0 0 0 0 26 8
2 Tch 3 3 25 15 2 1 0 0 0 0 27 16
3 Ka 5 5 24 11 1 0 0 0 0 0 25 11
4 Bnz 4 4 13 6 3 2 0 0 0 0 16 8
5 ZS 5 5 9 5 0 0 0 0 1 0 10 5
6 Bnz 5 5 24 7 3 1 0 0 0 0 27 8
7 Ko 2 2 13 8 2 2 0 0 0 0 15 10
8 Ko 5 5 15 7 2 1 3 3 0 0 20 11
9 Bnz 5 5 15 12 1 0 0 0 0 0 16 12
10 Bou 4 4 20 7 3 1 0 0 0 0 23 8
11 Tch 4 4 18 13 1 0 0 0 0 0 19 13
12 Bnz 3 3 15 11 0 0 0 0 0 0 15 11
13 Ka 4 4 18 6 2 1 0 0 0 0 20 7
14 Tch 4 4 18 11 3 1 0 0 0 0 21 12
15 ZB 3 3 10 7 1 1 0 0 0 0 11 8
16 Bnz 4 4
17 Ko 6 6 17 10 1 1 0 0 0 0 18 11
18 Bnz 3 3 15 11 1 1 0 0 0 0 16 12
19 ZS 5 5 13 10 1 0 0 0 0 0 14 10
20 BK 3 3 14 6 5 2 0 0 0 0 19 8
21 TC 4 4 11 6 3 1 0 0 0 0 14 7
22 Bnz 7 7 11 5 2 0 0 0 0 0 13 5
23 TC 2 2 13 8 1 1 0 0 0 0 14 9
24 Ko 2 2 10 8 1 0 0 0 0 0 11 8
25 Ko 7 7 16 6 1 1 0 0 0 0 17 7
26 Ko 2 2 9 8 0 0 0 0 0 0 9 8
27 Ko 2 2 11 7 1 1 0 0 0 0 12 8
28 Ko 5 5 23 13 5 1 0 0 0 0 28 14
29 Bou 5 5 18 14 3 2 0 0 0 0 21 14
30 BK 7 7 12 1 1 1 0 0 0 0 13 2
31 ZB 3 3 8 4 2 1 0 0 0 0 10 5
32 Ko 5 5 19 17 1 1 0 0 0 0 20 18
33 Bnz 4 4 13 11 4 2 0 0 0 0 17 13
34 Tch 2 2 12 4 1 1 0 0 0 0 13 5
35 Ko 3 3 13 9 1 0 0 0 0 0 14 9
36 Tch 6 6 23 12 4 2 0 0 0 0 27 14
37 Tch 2 2 13 8 3 1 0 0 0 0 16 9
38 Ko 5 5 21 14 2 2 0 0 0 0 23 16
平　均 4.1 4.1 15.5 8.8 2.0 0.9 0.1 0.1 0.0 0.0 17.6 9.7 
* 所 在 地：Bani Koubey (BK), Bani Zoumbou (Bnz), Boundou (Bou), Katanga (Ka), Kodey (Ko), Tchigo Tegui (Tch), Tondi 
































く異なり、10 万 Fcfa を優に超えてくる世帯が
* 居住地：Ballayara (Ball), Bani Zoumbou (Bnz), Dantiandou (Dan), Gaddo (Gad), Hamdallaye (Ham), Katanga (Ka), Kodey 
(Ko), Kouringol (Kou), Niambere (Ni), N'Gaoga (N'G), Ouagadougou (Ou), Tchigo Tegui (Tch), Wankama (Wan), Zouzou 












場所 * 頻度 場所 * 頻度
1 Ka Yeda 毎週 家畜 生活必需品 13 Ka　 Yeda 月 3 家畜 食料・調味料
Dan 月 1 家畜 生活必需品 Dan 年 4 家畜 食料・調味料
Yeni 月 1 生活必需品 Bnz 年 2 家畜 調味料
Ball 月 1 家畜 食料・調味料 14 Tch Dan 毎週 家畜・牛乳 食料・調味料
Tch 毎週 バター 調味料 Tch 毎週 牛乳 食料・調味料
2 Tch Tch 毎週 牛乳・バター 食料・調味料 15 ZB Dan 月 1 食料・調味料
Dan 月 2 家畜・牛乳・バター 食料・調味料 ZS 月 3 食料・調味料
Yeda 月 1 家畜・牛乳・バター 食料・調味料 ZB 月 2 食料・調味料
3 Ka Yeda 毎週 家畜 生活必需品 16 Bnz Bnz 毎週 家畜・牛乳 食料・調味料
Ball 月 2 家畜 家畜 Wan 毎週 家畜・バター 食料・調味料
Dan 月 2 家畜 生活必需品 Dan 月 2 家畜 生活必需品
4 Bnz Dan 毎週 家畜 調味料 17 Ko Dan 月 2 家畜・家禽類 食料・調味料
Wan 毎週 家畜 調味料 Kou 毎週 家畜・家禽類 食料
Bnz 毎週 家畜 調味料 Ni 毎週 家畜・家禽類 食料・調味料
5 ZS Yeda 月 2 家畜・バター 生活必需品 N'Ga 年 1 家畜 生活必需品
Dan 月 1 家畜 生活必需品 18 Bnz Wan 月 1 家畜・バター 食料・調味料
ZB 毎週 調味料 Ham 月 1 家畜 食料・調味料
ZS 毎週 調味料 Dan 月 2 家畜 食料・調味料
6 Bnz Bnz 毎週 家畜 生活必需品 Bnz 月 1 家畜 食料・調味料
Dan 月 1 生活必需品 19 ZS Kou 毎週 薬・家畜 食料・調味料
Wan 月 2 家畜 家畜 Yeda 月 1 薬・家畜 薬
7 Ko Dan 月 3 生活必需品 Dan 毎週 薬・家畜 薬・食料・家畜
Ni 毎週 生活必需品 ZS 毎週 薬・家畜 薬・調味料
Kou 年 1 家畜 ZB 毎週 薬・家畜 食料
N'Ga 年 1 家畜 20 BK Bnz 月 3 縄 食料・調味料
8 Ko Dan 月 2 家畜 生活必需品 Dan 年 2 縄 食料・調味料
Gad 月 1 家畜 調味料 Yeda 月 2 縄 食料・調味料
Ou 月 1 家畜 調味料 Wan 月 3 縄 食料・調味料
Kou 毎週 家畜 調味料 21 Tch Dan 月 1 家畜 食料・調味料
9 Bnz Wan 毎週 家畜・バター 衣服・調味料 Wan 月 1 家畜 食料・調味料
Bnz 毎週 家畜・バター 衣服・調味料 22 Bnz Dan 月 2 家畜 食料・調味料
10 Bou Dan 月 3 家畜 食料・調味料 Wan 月 2 家畜 食料・調味料
Ham 月 3 家畜 食料・調味料 Ball 年 1 家畜 生活必需品
Bnz 月 3 家畜 食料・調味料 23 Tch Dan 月 2 家畜 食料・調味料
11 Tch Yeda 毎週 家畜・牛乳 生活必需品 Wan 月 2 家畜 食料・調味料
Dan 月 2 家畜・牛乳 生活必需品 Ball 年 1 家畜 調味料
Tch 毎週 牛乳 食料・調味料 24 Ko Kou 月 3 家畜・バター 食料・調味料
12 Bnz
Bnz 未回答 家畜・バター 食料・調味料 Ni 月 1 家畜・バター 食料・調味料
Wan 家畜 食料・調味料 Dan 月 2 家畜・バター 食料・調味料


















耕作中 休閑中 貸出 取得方法 *** ウシ ( オス ) ウシ ( メス ) ヤギ・ヒツジ ロバ 家禽類
1 Ko 9 1 0 50,000 3 0 0 H3 0 0 4 0 0
2 Ko 19 2 1 146,000 6 0 0 H4, B2 1 0 15 0 0
3 Ko 10 2 0 100,000 2 1 5 H8 0 0 0 0 0
4 Tch 10 2 2 308,000 2 0 3 H5 2 1 1 0 0
5 Tch 23 3 2 90,000 4 0 0 H4 9 1 12 0 59
6 Bnz 10 0 0 0 3 0 3 H6 1 0 10 0 1
7 Tch 16 1 1 35,000 6 0 2 H7, B1 2 0 6 0 9
8 Tch 10 1 0 50,000 3 0 0 H3 0 0 10 0 5
9 Ko 7 0 0 0 3 0 0 H1, D2
10 Bnz 12 0 0 0 2 0 0 P2 0 0 5 0 20
11 Bnz 9 0 0 0 3 0 0 H2, P1 4 1 5 0 6
12 Ko 8 2 0 175,000 5 0 0 H5, B1 2 0 3 0 2
13 Tch 9 0 0 0 3 0 2 H4, P1 2 0 0 0 0
14 Tch 9 0 1 690,000 5 0 3 H8, B1 2 0 3 0 0
15 Tch 8 1 0 50,000 2 0 0 H1, P1 2 0 2 0 0
16 Bnz 8 2 0 150,000 3 0 0 H1, P2 0 0 7 0 1
17 Bnz 8 0 0 0 2 0 0 P2 0 0 2 0 3
18 Bnz 8 2 0 150,000 4 1 0 H5, B1 0 0 3 0 0
19 Ko 9 0 1 0 2 0 0 H2
20 Ko 8 0 0 0 1 2 0 H3 1 0 6 0 4
21 Ko 5 1 0 140,000 3 0 0 H1, P2 4 0 5 0 5
22 Tch 9 0 0 0 2 0 1 H3 1 0 7 0 7
23 Tch 3 0 0 0 2 0 3 H5 0 0 2 0 0
24 Ko 7 0 0 0 1 0 0 A1 0 0 0 1 0
25 Ko 9 0 0 0 3 0 0 H3 3 0 13 0 1
26 Bo 17 5 5 102,500 5 0 0 H1, B4 0 0 0 0 27
27 Bo 13 1 1 25,000 3 0 0 H3 3 0 0 0 6
28 Bo 7 0 0 0 2 0 0 H2 2 0 0 0 0
29 Bo 10 1 1 0 5 2 0 H5 0 0 0 0 2
30 Bo 7 1 1 50,000 4 0 0 B4 2 0 1 0 4
31 Bo 10 3 3 105,000 5 0 0 H4, B1 4 0 1 0 0
32 Bo 10 0 0 15,000 3 0 0 B3 0 0 0 0 0
33 MKZ 8 0 0 0 3 0 0 H3 0 0 0 0 2
34 MKZ 10 0 0 0 5 0 0 H5 0 0 0 0 3
35 MKZ 9 0 0 0 3 1 1 H3 0 0 0 0 0
36 MKZ 5 0 0 0 2 0 1 H2 0 0 0 0 0
37 MKZ 5 0 0 0 1 0 0 B1 0 0 0 0 2
38 MKZ 8 0 0 0 3 1 0 H3 0 0 0 1 1
平　均 9.5 0.8 0.5 63986.8 3.1 0.2 0.6 1.3 0.1 3.4 0.1 4.7 
* ボクサイ (Boksay) 村およびマウレイ・クワラ・ゼーノ (Maourey Kouara Zeno) 村のデータは 2008 年 3 月の調査にて取得。


























叢林や草原 台地 休閑地 季節湿地 合計
栽培 販売 品目 販売 品目 販売 品目 販売 品目 販売 品目 販売
1 Ko 7 7 36 16 3 1 2 0 0 0 41 17
2 Ko 9 9 44 13 5 0 0 0 0 0 49 5
3 Ko 7 7 23 7 6 1 2 2 0 0 31 17
4 Tch 7 7 23 15 2 1 1 0 0 0 26 17
5 Tch 9 9 29 19 4 1 5 3 0 0 38 14
6 Bnz 9 9 22 13 1 1 1 0 1 0 25 5
7 Tch 6 6 41 13 6 2 1 1 0 0 48 12
8 Tch 6 6 36 22 10 3 3 1 0 0 49 12
9 Ko 9 9 39 11 1 1 1 0 0 0 41 10
10 Bnz 6 6 16 11 0 0 1 0 0 0 17 8
11 Bnz 7 9 17 7 0 1 1 0 1 0 20 22
12 Ko 7 9 32 13 2 2 2 0 0 0 36 21
13 Tch 7 9 29 11 1 1 3 0 0 0 33 16
14 Tch 8 8 15 7 1 0 1 0 0 0 17 20
15 Tch 6 6 15 2 2 0 0 0 0 0 17 20
16 Bnz 7 7 16 8 2 1 1 0 0 0 19 23
17 Bnz 6 6 46 23 6 1 0 0 0 0 52 17
18 Bnz 8 8 20 6 2 0 0 0 1 0 23 16
19 Ko 7 7 23 12 3 3 1 0 0 0 27 14
20 Ko 7 7 30 13 2 1 1 0 0 0 33 1
21 Ko 9 9 28 12 7 6 1 0 10 6 46 14
22 Tch 8 8 22 6 1 0 0 0 0 0 23 15
23 Tch 6 6 23 15 2 1 1 0 0 0 26 16
24 Ko 8 8 25 14 4 1 1 1 0 0 30 25
25 Ko 7 7 23 8 4 2 1 0 0 0 28 26
26 Bo 7 7 21 14 0 0 0 0 0 0 21 14
27 Bo 7 7 18 13 0 0 0 0 0 0 18 13
28 Bo 9 9 12 7 0 0 0 0 0 0 12 7
29 Bo 6 6 11 11 0 0 0 0 0 0 11 11
30 Bo 7 7 19 17 1 1 0 0 0 0 20 18
31 MKZ 4 4 14 14 1 1 0 0 0 0 15 15
32 MKZ 9 9 18 12 1 1 1 1 2 0 22 14
33 MKZ 6 6 13 9 1 1 1 1 0 0 15 11
34 MKZ 6 6 9 9 0 0 0 0 0 0 9 9
35 MKZ 6 6 18 15 0 0 0 0 0 0 18 15






















* ボクサイ (Boksay) 村およびマウレイ・クワラ・ゼーノ (Maourey Koira Zeno) 村のデータは 2008 年 3 月調査にて取得。










の内販売対象となるのは 14 ± 12 品目であり、
同様にかなりのばらつきがあることが見て取れ
る。有用植物の採取場所のうち、叢林や草原が

















































場所 * 頻度 場所 * 頻度
1 Ko Kour 毎週 トウジンビエ・ササゲ 調味料・穀物 12 Ko Kour 毎週 トウジンビエ・ササゲ トウジンビエ
Dan 毎週 ササゲ 調味料・穀物 Dan 毎週 トウジンビエ・家畜・ござ
トウジンビエ・家
畜
Niam 毎週 トウジンビエ 調味料・コーラの実 Dan 毎週 ヤギ トウジンビエ
2 Ko Dan 毎週 家畜・ござ・ソース
家畜・衣料・穀物・
調味料 13 Tch Wan 年 2
藁・薪・トウジンビエ・
ササゲ





Niam 毎週 トウジンビエ 家畜・衣料・穀物・調味料 Yeda 毎週 藁・建築材
Bou 毎週 藁 14 Tch Yeda 毎週 家畜・トウジンビエ 家畜・調味料・穀物
N'Go 年 3 家畜 Dan 毎週 家畜・トウジンビエ・ヤムイモ
家畜・調味料・穀
物















4 Tch Yeda 月 2 トウジンビエ・ササゲ・家畜
穀物・調味料・コー







塩 Bnz 毎週 家畜 調味料
Kogo 毎週 藁・薪・トウジンビエ 17 Bnz Wan 年 3 家畜
穀物・調味料・コー
ラの実
San 毎週 薪・藁 Dan 年 2 家畜 穀物・調味料・衣類など
5 Tch Dan 毎週 家禽・家畜・穀物 家畜・穀物・調味料 18 Bnz Wan 月 1 トウジンビエ・ササゲ・小家畜 衣類・ウシ
Kogo 藁 穀物・調味料・家畜 Dan 月 1 大型家畜 穀物・調味料・コーラの実
6 Bnz Dan 年 6 家畜 家畜・調味料 19 Ko Kour 毎週 トウジンビエ・小家畜 調味料・穀物
Bnz 毎週 ササゲの茎葉・家畜 調味料 Dan 毎週 トウジンビエ・小家畜 調味料・穀物
Wan 年10 家畜 家畜・調味料 Niam 毎週 トウジンビエ・小家畜 調味料・穀物





Dan 月 2 トウジンビエ 穀物・調味料・マンゴ Dan 毎週 家畜
家畜・調味料・穀
物





Yeda 毎週 トウジンビエ・ササゲ・家畜 家畜・穀物・調味料 21 Ko Kour 毎週 藁・薪・トウジンビエ 調味料・穀物
9 Ko Kour 毎週 トウジンビエ・ササゲ
調味料・穀物・コー
ラの実 Dan 毎週 麦藁帽子 調味料・穀物
Dan 毎週 家畜・ござ 調味料・穀物・コーラの実・家畜 Niam 毎週 調味料・穀物
Niam 毎週 トウジンビエ・ササゲ
調味料・穀物・コー





10 Bnz Bnz 毎週 ヤギ ヤギ・調味料 23 Tch Yeda 月 2 トウジンビエ・ササゲ・家畜
穀物・調味料・コー
ラの実
Dan 毎週 ヒツジ ウシ・調味料 Dan 毎週 家畜・トウジンビエ・ササゲ・ハイビスカス
穀物・調味料・衣
類・塩
Wan 毎週 ヤギ・ヒツジ 穀物・調味料 Kour 毎週 藁・薪・トウジンビエ
11 Bnz Wan 月 2 ウシ マンゴ・調味料・穀物 San 毎週 薪・藁
Dan 月 3 トウジンビエ・ウシ 24 Ko Kour 毎週 薪・藁
調味料・穀物・コー
ラの実
Bnz 家畜 Dan 毎週 薪
Niam 毎週 薪・藁 調味料・穀物・コーラの実
表 2-6　ザルマ男性の市場利用状況（2005）
* 居 住 地：Bani Zounbou (Bnz), Boula (Bou), Dantiandou (Dan), Kogori (Kogo), Kouringol (Kour), N'Gonga (N'Go), 




図 2-7　Bo 村、MKZ 村男性の畑栽培作物（2008）
???????????
　図 2-6 は、ファカラ地域のザルマ男性の日課
を農繁期にあたる雨季から収穫期（6 ～ 11 月






































5h 6h 7h 8h 9h 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h 18h 19h 20h 21h 22h






































































図 2-8　収穫時のトウジンビエ 図 2-9　ハイビスカス（花部分乾燥）
表 2-7　Bo 村、Dan 村のザルマ男性の乾季の仕事
複数回答（2008 年調査）















MKZ 村の男性各 20 人に、雨季の栽培作物につ






売用とに大きく分かれるが、Bo 村と MKZ 村
とではその割合や販売品目、販売量も大きく異
なっていた。




平均収入 28,781 Fcfa であった。トウジンビエ




売する。多い人では 300 kg を 31,000 Fcfa の高
値で販売しているが、平均して 50 kg 前後を販





うち 2 人が 100 kg のトウジンビエをそれぞれ

















　表 2-7 は Bo 村、ダンチャンドゥ村（以下
































　図 2-10 は 2008 年 10 月に Bo 村と Dan 村のザ
ルマ男性（無作為選抜）50 人にフルベとの現
在の関係について聞いたものである。これによ



































10 月から 11 月の収穫期であり、収穫後の耕地
図 2-10　フルベとザルマの関係
（グラフ内数字は回答数）













表 2-8  ザルマへの加害状況（2007）
世帯 No 居住地 * 内容 頻度 ** 時期（月）
1 Ka 家畜の畑侵入 3 6-7
2 Tch 家畜の畑侵入 4 6-11
3 Ka 家畜の畑侵入 1 6-10
4 Bnz 家畜の畑侵入 3 11-12
5 ZS 回答保留
6 Ko 家畜の畑侵入 3 6-10
7 Bou 家畜の畑侵入 1 6-11
8 Tch 家畜の畑侵入 3 6-11
9 Ka 家畜の畑侵入 3 10-11
土地問題 酷暑期
10 Ko 家畜の畑侵入 2 6-10
11 ZS 家畜の菜園侵入 1 12-5
（被害総額 300,000 Fcfa/ 年 )
12 Ko 家畜の畑侵入 3 3
13 Ko 家畜の菜園侵入 3 11-6
14 Ko 家畜の畑侵入 3 6-10
15 BK 家畜の畑侵入 4 6-10
16 Ko 家畜の畑侵入 3 10-11
17 Tch 家畜の畑侵入 4 6-11
18 Tch 家畜の畑侵入 3 10-11











































* 居 住 地：Banizoumbou (Bnz), Katanga (Ka), Kodey (Ko), 
Tchigo Tegui (Tch)

















になるのが 2007 年 12 月から 2008 年 3 月まで



















平均年齢は、Bo 村で 51.1 歳、Dan 村で 38.7 歳、












図 2-15　雨季女性畑の栽培作物 図 2-16　バンバラ豆（収穫時）
図 2-14　雨季女性畑の取得経緯
















は僅かに 2 件、譲渡も 1 件のみであった。つま
り 40 人中 37 人が誰かしらの土地を借りている















が主で、販売すると答えた女性は Dan 村で 6
人、Bo 村では 2 人、MKZ 村では 1 人と少数に
留まっている。販売といってもバンバラ豆や








































図 2-17　ラッカセイの収穫風景 図 2-18　女性畑のハイビスカス















































叢林や草原 台地 休閑地 季節湿地 合計
栽培 販売 品目 販売 品目 販売 品目 販売 品目 販売 品目 販売
1 Dan 10 9 2 1 1 1 6 5 0 0 9 7
2 Dan 6 2 3 2 0 0 1 0 0 0 4 2
3 Dan 2 0 3 3 0 0 1 0 0 0 4 3
4 Dan 9 5 12 11 3 3 1 0 0 0 16 14
5 Dan 8 8 11 5 0 0 0 0 0 0 11 5
6 Dan 9 8 8 7 0 0 1 1 0 0 9 8
7 Dan 10 2 6 5 1 1 4 2 0 0 11 8
8 Dan 8 0 14 14 0 0 11 9 0 0 25 23
9 Dan 9 1 10 10 0 0 3 1 0 0 13 11
10 Dan 7 0 4 1 0 0 2 1 0 0 6 2
11 Dan 8 3 9 6 0 0 4 1 0 0 13 7
12 Dan 8 1 8 4 0 0 6 4 0 0 14 11
13 Dan 8 1 8 3 0 0 2 2 0 0 10 5
14 Dan 11 4 16 9 3 3 3 2 0 0 26 14
15 Dan 9 1 10 10 0 0 1 0 0 0 12 5
16 Dan 7 4 9 8 1 1 4 3 0 0 15 12
17 Dan 10 3 6 4 1 1 3 1 0 0 6 11
18 Dan 13 7 18 11 0 0 10 7 0 0 28 20
19 Dan 4 0 18 10 0 0 14 8 0 0 32 18
20 Bok 8 2 27 17 1 1 5 5 0 0 33 23
21 Bok 8 0 10 9 0 0 4 4 0 0 14 13
22 Bok 10 0 6 4 0 0 3 2 0 0 9 6
23 Bok 5 0 4 4 0 0 3 3 0 0 7 7
24 Bok 4 3 4 4 0 0 3 3 0 0 7 7
25 Bok 5 1 10 5 0 0 4 4 2 0 16 9
26 Bok 9 0 12 7 1 1 3 3 0 0 16 11
27 Bok 9 1 9 8 0 0 3 2 0 0 12 10
28 Bok 4 1 4 2 0 0 1 1 0 0 5 3
29 Bok 8 1 3 2 0 0 2 2 0 0 5 4
30 Bok 3 1 10 5 0 0 0 0 0 0 10 5
31 MKZ 6 0 8 6 0 0 1 1 0 0 9 7
32 MKZ 6 0 3 3 0 0 0 0 0 0 3 3
33 MKZ 8 0 2 1 0 0 1 0 0 0 3 1
34 MKZ 5 0 4 2 0 0 0 0 0 0 4 2
35 MKZ 8 3 8 4 0 0 0 0 0 0 8 4
36 MKZ 9 0 9 6 0 0 0 0 0 0 9 6
37 MKZ 12 0 8 8 0 0 0 0 0 0 8 8
38 MKZ 9 2 9 9 0 0 1 1 0 0 10 10
39 MKZ 7 3 7 0 0 0 0 0 0 0 7 0
40 MKZ 7 0 5 0 0 0 0 0 0 0 5 0












































































世帯 No 所在地＊ 利用市場 販売品目 購入品目場所 頻度
1 Dan Dan 毎週 なし 調味料・タマネギ
2 Dan Dan 毎週 なし 調味料
3 Dan Dan 毎週 なし 調味料
4 Dan Dan 毎週 なし 調味料
5 Dan Dan 毎週 なし 調味料
6 Dan Dan 毎週 バッタ・野草 調味料
7 Dan Dan 毎週 惣菜 調味料
8 Dan Dan 毎週 なし 調味料
9 Dan Dan 毎週 なし 調味料
10 Dan Dan 時々 なし 調味料
11 Dan Dan 時々 なし 調味料
12 Dan Dan 時々 なし 調味料・惣菜
13 Dan Dan 毎週 トウジンビエの粥・食事 調味料
14 Dan Dan 毎週 惣菜 調味料・レモン
15 Dan Dan まれ なし 調味料・砂糖
16 Dan
Dan 毎週 ござ 調味料・タマネギ
Nya 時々 なし ササゲ・タマネギ
Yeda 時々 なし 調味料
17 Dan 無回答
18 Dan Dan 時々 なし 調味料
19 Dan Dan 時々 なし 調味料
20 Dan Dan 時々 焼き団子 調味料・ササゲ
21 Bok Dan 時々 ござ 調味料
22 Bok Dan 時々 ござ 調味料
23 Bok Dan 時々 ござ 調味料・野菜（イモ類）
24 Bok Dan 年 1 ～ 2 ござ 調味料・穀物
25 Bok Dan 時々 カボチャ 調味料
26 Bok Dan 毎週 なし 調味料
27 Bok Dan 時々 ござ・カボチャ 調味料
28 Bok Dan 時々 ござ・カボチャ 調味料
29 Bok 無回答
30 Bok Dan 毎週 惣菜 揚げ菓子・ラッカセイ
31 MKZ Wan 時々 なし 調味料
32 MKZ Wan 夫が行く
33 MKZ Wan まれ なし 調味料
34 MKZ Wan 時々 なし 調味料
35 MKZ Wan 時々 なし 調味料
36 MKZ Wan 年 1 なし 調味料
37 MKZ Wan 毎週 なし 調味料
38 MKZ Wan まれ カボチャ 調味料





















































































報告されている（Secoy and Smith 1983、Grange 

















（Nordeide et al. 1996）。栄養面での重要性を指
摘した事例としては、セネガル北部の村で特に
5h 6h 7h 8h 9h 10h 11h 12h 13h 14h 15h 16h 17h 18h 19h 20h 21h 22h


























































































































































トウジンビエつき 水汲み 薪拾い トウジンビエの風選 食事準備
47





































えられている（Grivetti 1978、Lockett et al. 2000, 










る（Grivetti and Ogle 2000）。
2????????????????????
　ザルマ男性が有用植物と認識する野生植物
の総数は 150 種に上った。そのうち上位 50 種
を示したものが表 2-11 である。特に利用頻度
が高い植物は、現地呼称（学名は括弧内に表
示 ）Batta（Ctenium elegans）、Darrey （Ziziphus 
mauritiana）、Delligna（Combretum nigricans）、
Gadagui（Alysicarpus ovalifolius）、Gao（Acacia 






























有無家畜飼料 建築材 薬 食料 肥料
1 Baguey Cadaba farinosa Forsk. 4 5 5 ○
2 Ballasse Commelina Forskalei 19 3 ○
3 Batta Ctenium elegans Kunth 18 18 ○
4 Bouboure Acacia macrostachya Reichenb. ex. DC. 5 1 3
5 Dani Cenchrus biflorus Roxb. 11 2 ○
6 Darkassa 2 6
7 Darrey Ziziphus mauritiana Lam. 13 7 16 17 ○
8 Delligna Combretum nigricans Lepr. Ex Guill. et Perr. 18 1 7 18 ○
9 Diney 5 4 4
10 Dore Chrozophora senegalensis (L.) A. Juss. ex Spreng. 3 6 2 ○
11 Falounfa 4 6 5 ○
12 Fantou Detarium microcarpum 10 1 10 11 ○
13 Farka hanga 10 2 10 ○
14 Fegui mani 11
15 Fokou Corchorus aestuans L. 6 6 ○
16 Foubey Gynandropsis gynandra (L.) Briq. 9 3 6 ○
17 Fourkoutou Jacquemontia tamnifolia (L.) Griseb. 15 1
18 Gadagui Alysicarpus ovalifolius (Schum. Et Thonn.) J.Leonard 20 19 3 ○
19 Gamssa Parinari macrophylla 3 8 14 ○
20 Ganda Bani/ Dossari Chamaecrista mimosoides (L.) E. Greene 20 2
21 Ganda foy /Foy yuttu Ceratotheca sesamoides Endl. 7 1 9 ○
22 Gao Acacia albida (Del.) Chev. 25 25 8 ○
23 Garbey Balanites aegyptiaca (L.) Del. 15 6 19 20 ○
24 Goulloume 4 6 2 1 ○
25 Guirti Indigofera astragalina DC. 9 3 12 1 ○
26 Hassou Boscia angustifolia 7 1 8 4 ○
27 Incomdi 5 4 4 ○
28 Kangaou Hyphaene thebaica (L.) Mart. 2 4 3 7 ○
29 Koh Adansonia digitata L. 5 6 8 ○
30 Kokorube Combretum glutinosum Perr. Ex DC. 18 15 20
31 Kongo Zara Merremia pinnata (Hochst. ex Choisy) Hallier 9 5 ○
32 Kossey Piliostigmareticulatum (DC.) Hochst. 20 4 20 21 ○
33 Koubou Combretum micranthum G. Don 8 16 18 4 ○
34 Koulloume Eragrostis tremula Hochst. Ex Steud. 13 14 4 ○
35 Louley Sclerocarya birrea 5 5 6 ○
36 Markou Zornia glochidiata Reichb. ex DC. 15 ○
37 Massa Tephrosia purpurea (L.) Pers. 7 6
38 Millia Azadirachta indica 9 8 26 12 ○
39 Moufa Annona senegalensis Pers. 8 13 11 ○
40 Namari Bauhinia rufescens 7 8 1 ○
41 Sabara Guiera senegalensis J. F. Gmel. 21 18 28 2 ○
42 Sagaye Calotropis procera (Ait.) Ait. f. 9 1 6 2
43 Sayi Kaina 3 2 7 ○
44 Sinsane 6 11 1 ○
45 Soubou gna Andropogon gayanus Kunth 8 8 ○
46 Soubou Kirey Schizachyrium exile (Hochst.) Pilger 13 1 ○
47 Soubou Koirey Schoenofeldia gracilis Kunth 13 3 ○
48 Tchourche 9 1 7
49 Tondi Fara Gardenia sokotensis Hutch. 2 8
50 Zamtouri Prosopis Africana 21 9 24
ている（Atawodi et al. 2001）。Darrey は、乾季


























ア東部の高地においても A. albida 周辺のトウ


















（Ahmed and Grainge 1986）、その加工に手間が
かかることや市販の農薬ほど効果が見込まれな
いといった理由で、農薬としての利用は対象地


































































































































表 2-12　フルベが挙げた有用植物（上位 50 種）
No 現地呼称 学　名
用　途 販売の
有無家畜飼料 建築材 薬 食料 肥料
1 Anza gna 7 9 4 ○
2 Baguey Cadaba farinosa Forsk. 2 2 2 ○
3 Ballassa Commelina Forskalei 17 2 ○
4 Batta Ctenium elegans Kunth 24 16 1 ○
5 Bossey 3 2 3 ○
6 Borbotto Pennisetum pedicellatum Trin. 10 1 3 2
7 Dagna 10 5 7 3 ○
8 Dani Cenchrus biflorus Roxb. 18 1 1 ○
9 Darrey Ziziphus mauritiana Lam. 25 3 23 30 ○
10 Delli gna Combretum nigricans Lepr. Ex Guill. et Perr. 21 8 10 16 ○
11 Diney 6 1 4 5 ○
12 Doum 2 2 ○
13 Fantou Detarium microcarpum 14 2 15 15 ○
14 Farka Hanga 14 6 14 ○
15 Foubeye Gynandropsis gynandra (L.) Briq. 3 1 3 ○
16 Fourkoutou Jacquemontia tamnifolia (L.) Griseb. 8
17 Gadidji Alysicarpus ovalifolius (Schum. Et Thonn.) J.Leonard 20 10 1 ○
18 Gammsa Neocarya macrophylla (Sabine) Prance 10 3 9 10 ○
19 Ganda Bani Chamaecrista mimosoides (L.) E. Greene 7 ○
20 Ganssi Panicum laetum 5 4 ○
21 Gao Acacia albida (Del.) Chev. 37 8 31 ○
22 Garbey Balanites aegyptiaca (L.) Del. 24 5 20 24 ○
23 Guitti-gna Indigofera astragalina DC. 13 4 11 4 ○
24 Harandan gna 9 ○
25 Hamane Leptadenia hastata 2 2 2 ○
26 Hassou gna Boscia angustifolia 18 2 6 5 ○
27 Hintchinya Kangue Mitracarpus scaber Zucc. 6 1
28 Kaney Citrullus lanatus (Thunb.) Matsum. & Nakai 5 3
29 Kassarwa Aristida mutabilis Trin. et Rupr. 6 7 ○
30 Koh Adansonia digitata L. 3 4 6 ○
31 Kokorbe Combretum glutinosum Perr. Ex DC. 26 19 22 1 ○
32 Kossoye Piliostigmareticulatum (DC.) Hochst. 19 8 18 11 ○
33 Koubou Combretum micranthum G. Don 18 21 11 ○
34 Koulloum Eragrostis tremula Hochst. Ex Steud. 35 10 4 ○
35 Louley Sclerocarya birrea 10 9 10 ○
36 Markou Zornia glochidiata Reichb. ex DC. 27 1 ○
37 Milliya Azadirachta indica 1 4 5
38 Moufa Annona senegalensis Pers. 2 2 4 ○
39 Namari Bauhinia rufescens 5 2 5 1 ○
40 Patouki 3 1 3 ○
41 Sabara Guiera senegalensis J. F. Gmel. 27 34 34 ○
42 Sediya gna Ficus thonningii Blume 1 1 1 1
43 Sinsan 7 2 8 1 ○
44 Soubou kirey Schizachyrium exile (Hochst.) Pilger 5 ○
45 Soubou koirey Schoenofeldia gracilis Kunth 3 ○
46 Soubou gna Andropogon gayanus Kunth 28 22 ○
47 Tchakaye gombo Borreria radiata DC. 6 ○
48 Tchangarssa 5 2 4 1
49 Yololo 2 2 2




















Kossey（Pi l iost ig maret icu latum）、Koubou
（Combretum micranthum）、Koulloum（Eragrostis 
tremula）、Markou（Zornia glochidiata）、Sabara
（Guiera senegalensis）、Soubou gna（Andropogon 
gayanus Kunth）、Zamtouri（Prosopis Africana）で、
その半数以上が家畜飼料として利用されていた
（表 2-12、図 2-29）。Koulloum、Markou、Soubou 
gna はザルマ男性の回答では上位に挙がらな
かった植物で、いずれも家畜飼料としての利用
が際立っていた（図 2-29）。Valenza and Diallo
（1972）によれば、年間降水量 520 ㎜以下のセ
ネ ガ ル 北 部 の Andropogon ampectens と Zornia 
glochidiata が優占する 2.5 ha（乾季なら 7.5 ha）

















































































































































図 2-32　seko を編んでいる様子 図 2-33　seko でできたフルベの家
移動性の高いフルベ世帯の住居は、Soubou gna









昇する乾季の終わり（3 ～ 5 月）においては通
気性の良い草製の家屋は快適である。しかし、
気温が 20 度を切り砂塵混じりのハルマッタン






















46 24 16 14











1 Bangi Cadaba farinosa Forsk. 4 2 ○
薬（葉・腹痛）/ 食料
（葉）
2 Boy 3 7 ○
3 Cêlia Ficus thonningii Blume 6 4 1 薬（下痢止め）
4 Darey Ziziphus mauritiana Lam. 17 18 27 ○ 葉（腹痛）
5 Deri nya Combretum nigricans Lepr. Ex Guill. et Perr. 13 8 ○
6 Fantou Detarium microcarpum 21 23 1( 日陰 ) ○ 薬（樹皮・腹痛）
7 Farouka hanaga 2 1 3 ○
8 Gamssa Parinari macrophylla 6 10 ○
実（食料）・薬（下痢
止め）
9 Ganda baani Chamaecrista mimosoides (L.) E. Greene 1 7
10 Gao Acacia albida (Del.) Chev. 16 15 4 ○
11 Garbey Balanites aegyptiaca (L.) Del. 25 29 19 1( 石鹸 ) ○ 食料（葉・実）
12 Girti Indigofera astragalina DC. 8
13 Hanamou 1 9 ○ 葉（食料）
14 Hassu Boscia angustifolia 3 3 ○
15 Jey jey 5 ○
16 Kangaou Hyphaene thebaica (L.) Mart. 7 1 ○ ござの材料（葉）
17 Koh Adansonia digitata L. 3 4 ○
実を潰して飲むと足
腰が丈夫になる
18 Kokorbey Combretum glutinosum Perr. Ex DC. 1 10 1 ○
腹痛（樹皮・葉）/ ひ
び割れ
19 Kosey Piliostigmareticulatum (DC.) Hochst. 17 16 ○ 樹皮（腹痛）
20 Koubou Hottou Combretum micranthum G. Don 1 3 3 2 ○
21 Kûhottou 1 5 ○ 食料（葉）
22 Louley Sclerocarya birrea 8 12
食料（実・葉）・腹痛
/ 母乳がよくなる
23 Milia Azadirachta indica 19 17 9 1 ○
24 Moufa Annona senegalensis Pers. 11 14 1 ○
25 Namari Bauhinia rufescens 6 16 1 ○ 食料・薬（葉）
26 N'comdi 2 3 薬（根）
27 Sabarey Guiera senegalensis J. F. Gmel. 4 7 9 1 1 ○
28 Say 1 6 ○ 実
29 Subu nya Andropogon gayanus Kunth 2 6 ○ Seko の材料
30 Tamarouza 1 3 1 ○ 樹皮（薬）
31 Tassa Grewia flavescens Juss. 3 4 ○ 腹痛 / 実（食料）
32 Tokai Diospyros mespiliformis 2 3 ○
33 Zamtouri Prosopis Africana 4 5 2 ○ 樹皮（薬）




























図 2-36　市場で売られる木の実（Tokay） 図 2-37　市場で売られるゴム（Dellinya）



































































































































































回に分けて行い、2011 年 8 月 15 日から 11 月
13 日（第 1 回）、2012 年 1 月 25 日から 3 月（第
2 回）、2012 年 6 月から 7 月（第 3 回）、2012 年
11 月から 12 月（第 4 回）に行った。調査村の
村人は農業暦に合わせて雨季の始まりである 6
月から乾季の終わりである翌年の 5 月までを 1
年と捉えているため、本調査においても 6 月か
ら翌年の 5 月までを 1 年と考えることとした。
















































T 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 平均
妻の人数 2 1 1 1 3 2 1 1 1 2 1 1 2 2 2 1 1 1 2 2 1 0 2 2 4 1.6
子どもの人数 10 11 8 5 24 8 4 4 4 1 11 0 9 7 16 3 7 2 15 12 5 2 10 8 14 8
N 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 平均
妻の人数 3 1 1 2 2 2 1 1 1 2 1 0 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 1 1 3 1.6
子どもの人数 14 7 7 16 4 17 3 2 5 8 6 2 8 17 4 16 11 12 13 7 4 16 4 5 4 8.4


























査世帯では、妻が 4 人または 3 人の世帯が 1 世
帯ずつ、2 人の世帯が 10 世帯、1 人の世帯が
13 世帯であった（表 2-14）。N 村の調査世帯で
は、妻が 4 人の世帯はなく、妻が 3 人の世帯
が 2 世帯、2 人の世帯が 12 世帯、1 人の世帯が
11 世帯であった（表 2-14）。子どもの数は、一
































































もよるが 5 ～ 10 年の耐久性があるという。し
かし、日干しレンガの壁は雨に打たれると溶け
て徐々に薄くなるため、数年が経過すると修復
























た。多くの世帯では fura は 2 日に 1 回、午前
中に調理されていたが、世帯構成員が多い世
帯では毎日午前中に調理されていた。作り置
きされた fura はヒョウタン（Lagenaria siceraria 
? 2???????????????????????
58

























































（OPVN: Oﬃce des produit vivrier de Niger vente à 
prix modéré）にて行われていた。穀物は内容量
59
図 2-42　tuwo を調理する女性 図 2-43　薪や作物残渣の収集をする女性



















































































ため、調査時に入った 2011 年は 8 月 1 日～ 29















　調査時のタバスキは、2011 年は 11 月 7 日、

















6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月
雨季 // 乾季 ++ /// /// /// /// +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++ +++













































































有機肥料の施肥 ○   　×
整地 ○   　×
播種 ○   　○※ ※世帯による
除草 ○   　○※
間引き ○ 　  ○※
化学肥料の施肥 ○   　×











うものもあった（表 2-16）。Shinjo et al.（2008）
が報告するように、調査村においても作期は雨












































































































































にかけて使用されている（Raynaut and Delville 
65
図 2-54　除草具の haywa 図 2-55　haywa を使った除草
1997）。除草は、雑草の生育状況を見ながら、




















入した場合は 50  kg で 13,500 Fcfa、定期市で購







































































　調査世帯の 2009 ～ 2011 年の 3 年間のトウ
ジンビエの収穫束数を尋ねたところ、T 村で
は 3 年間の平均収穫に大きな差はなかった（表
2-17）。一方で、N 村では 2010 年の収穫が平均
83 束であったのに対し、2011 年は 22 束であ
67
T 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 平均
2009 年 80 150 25 35 80 79 30 20 60 70 120 30 70 45 60 15 70 40 50 80 35 12 20 150 35 58
2010 年 60 120 19 40 60 70 30 35 70 50 100 30 40 35 40 19 40 35 40 60 25 11 12 100 40 47
2011 年 50 50 40 45 40 66 25 47 50 60 80 25 35 30 30 30 25 42 20 50 23 8 11 80 50 40
平均収穫量 63 106 28 40 60 71 28 34 60 60 100 28 48 36 43 21 45 39 36 63 27 10 14 110 41 48
N 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 平均
2009 年 27 30 190 50 20 70 12 20 24 5 200 2 10 60 20 60 43 150 13 150 76 20 65 5 0 53
2010 年 50 70 230 100 50 350 38 56 40 55 150 2 30 70 12 100 60 220 100 100 38 15 60 30 50 83
2011 年 5 60 110 20 30 60 9 15 1 30 17 2 8 10 2 50 10 25 13 30 3 7 10 17 6 22
平均収穫量 27 53 177 57 33 160 20 30 22 30 122 2 16 47 11 70 38 132 42 93 39 14 45 17 19 53
表 2-17　T 村と N 村の調査世帯のトウジンビエの収穫量（束）（2009 ～ 2011 年、N=25）
図 2-60　T 村と N 村でトウジンビエの収穫が払底した月（2009 ～ 2011 年）
り、年によって収穫に約 4 倍の差があった（表





収穫が払底した時期が各年とも 5 ～ 7 月に集中
しており、この 3 年間の収穫の状況に大きな変
化はなかったと言える。
　一方、N 村では、2009 年と 2010 年は収穫が
収穫月までに払底しなかった世帯が多くあった

































小家畜の飼養が行われており、T 村では 20 世




























T 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 合計
ウシ（オス） 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 5
ウシ（メス） 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
ヒツジ（オス） 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 8
ヒツジ（メス） 0 1 1 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 10
ヤギ（オス） 0 1 2 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 1 1 4 0 0 0 0 0 0 2 15
ヤギ（メス） 0 5 2 0 3 1 1 2 2 4 1 0 0 0 3 2 3 8 2 0 10 0 2 1 2 54
ニワトリ 6 2 0 0 0 0 2 0 3 0 0 30 0 2 6 1 6 5 0 3 0 5 3 3 1 78
N 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 合計
ウシ（オス） 1 1 2 1 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 0 3 1 0 0 0 0 0 17
ウシ（メス） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヒツジ（オス） 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5
ヒツジ（メス） 0 0 10 4 0 4 4 2 2 0 0 1 0 6 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 38
ヤギ（オス） 4 0 0 0 1 1 2 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 2 0 0 0 1 0 16
ヤギ（メス） 6 1 4 3 2 6 6 2 3 0 4 1 0 0 3 5 4 0 10 6 8 2 0 2 3 81
ニワトリ 4 4 7 1 0 3 0 0 2 0 6 0 0 0 0 5 7 1 0 4 0 0 2 0 10 56
表 2-18　T 村と N 村の調査世帯が飼養していた家畜の数と頭数
図 2-61　ウシを利用した収穫物の運搬
養をしていた（表 2-18）。各世帯は飼養する小
家畜の増加を望んでいるため、T 村では 74 %、
N 村では 85 % の小家畜がメスで、ウシの飼養
はT村では5世帯（20 %）、N村では12世帯（48 %）
が行っていた（表 2-18）。ウシに対する小家畜



























家畜の出産の間隔は約 1 年であり、ヒツジは 1
























































































































により異なるが、ヤギの価格は 6,000 ～ 25,000 
Fcfa、ヒツジの価格は 15,000 ～ 60,000 Fcfa 程度
であった。定期市の中には、家畜の取引が行
われる場所が設けられており、入場料として




































おり、8 ～ 11 月にかけての漁労が古くから行
われていた。村内には 2 つのグループが組織さ






















援助により 1 ha の野菜菜園が設置されてから
は規模を拡大し、通年を通して行われていた。
　村内には 6 つのグループが組織され、合計














図 2-67　村内で小売りをする男性 図 2-68　村内で加工食品を売る少女たち
6???????????









































































異なっていたが、2 週間から 1 ヶ月に 1 回髪の












男性職人を 1 名雇い、作業はその maçon を中
心に依頼主とその男性家族や親戚により行われ
ていた。maçon は住居の建設により現金収入を
得ており、1 日あたり 1,500 ～ 2,000 Fcfa の謝礼
を受け取っていた。家屋の大きさ、資材の調達
状況、手伝う者の人数にもよるが、ひとつの小
















































































活動 担い手 活動 担い手 時期
小売り 男性 賃労働（除草） 男性 7 ～ 8 月
食品の行商 男性、少年少女 住居の建設 男性 10 ～ 12 月
理髪 男性 日干しレンガ造り 男性 10 ～ 12 月






























































































N 村の近郊にはフルベの R 村が立地していた。
なお、村落の名称に「ルガゲ」（Rougague）と
付されている場合、その村落がフルベの村落
であることを示していた。R 村は N 村から更
に約 2 ㎞北東に位置しており、テッサウア・コ
ミューンの中心地であるテッサウア市までの距
離は約 17 ㎞であった（図 1-15）。R 村から更に
3 ㎞北東にはハウサのダンジルガオ村があり、
R 村はハウサの村落に挟まれる形で立地してい









6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月





















※ Population de Commune Tessaoua (2012) より作成
2001 年 2009 年 2012 年
R 村 244 人 326 人 364 人
※ Direction Departementale d'aménagement du territoire 





364 人（男性 178 人、女性 186 人）、世帯数 52
で あ っ た（ 表 2-20、Direction Departementale 
dʼamenagement du territoire et du développement 
communautaire de Tessaoua 2012）。人口を世帯数
で割ると、一世帯あたりの人数はおよそ 7 人で
あり、人口は 10 年間で約 1.5 倍に増加してい
た（表 2-21）。村内にあった公とも施設は、小
学校、井戸、日干しレンガ造りのモスクであっ




サの村落にあった case de santé と呼ばれる診療
























谷 2006、Ayantunde et al. 2007）。
　R 村のフルベは早い世帯で 1890 年代から、
























表 2-22　詳細調査世帯の R 村への移住の状況
表 2-23　調査世帯の妻と子の数
世帯 a 世帯 b 世帯 c 世帯 d 世帯 e
回答者の出生地 R 村 R 村 R 村 R 村 カチィナ
R 村に移住した年 1910 年代 1890 年代 1962 年 1957 年 1949 年
移住時の世帯主 祖父 祖父 父 母（夫死亡） 父
移住前の居住地 コロゴン カチィナ グワラム ラウニ カチィナ
（テッサウア県）（ナイジェリア） （アギエ県） （アギエ県） （ナイジェリア）
R 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 平均
妻の人数 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 2 2 2 2 2 1.4
子どもの人数 4 6 7 10 4 6 5 5 8 2 4 6 5 6 2 7 3 13 7 7 7 10 6 10 10 6.4
リスト教徒は見られなかったが少数のアニミズ
ム信者がいるようであった。フルベもハウサと













るが、おおよそ 120 万 Fcfa であり、マッカ巡
























帯では妻が 2 人の世帯が 11 世帯、1 人の世帯
が 14 世帯であり、妻が 3 人または 4 人の世帯






は、男性は 21 歳、女性は 15 歳であった。子ど






















































































% であった。男女別の就学率は、男子は 39 %、















だった。クルアーン学校の就学率は 24 % であ



























表 2-24　調査世帯の世帯構成員数と 1 日あたりの水汲みの量
調査世帯 a b c d e
世帯構成員の人数 10 20 14 10 12






































家畜の 83 % がメスであった。その他の家畜と
しては、ラクダ、ウマ、ロバ、イヌ、ネコ、ニ
ワトリやホロホロチョウなどの家禽などを飼養


































































1930 年代から 1960 年代（Devereux 1993、セン 
2000）に換金作物の栽培を始めたと考えられる。
　N 村と R 村の回答世帯の 2009 ～ 2011 年のト
ウジンビエの収穫穂重量の合計の世帯平均は、











R 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 合計
ウシ（オス） 0 3 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 1 2 0 0 1 0 0 3 0 0 17
ウシ（メス） 0 0 1 2 0 1 5 0 0 0 2 4 3 4 1 2 3 1 1 1 2 5 20 0 2 60
ヒツジ（オス） 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 10
ヒツジ（メス） 0 1 2 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 6 1 10 0 0 1 0 0 4 10 3 0 43
ヤギ（オス） 0 2 0 0 2 2 3 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 2 0 0 2 1 2 2 2 23
ヤギ（メス） 2 5 10 4 5 2 10 0 0 0 3 5 4 10 0 12 6 5 0 0 8 10 8 3 2 114
ラクダ（オス） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
ラクダ（メス） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ロバ（オス） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 1 0 1 2 1 2 0 11
ロバ（メス） 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 2 2 2 2 0 15
ニワトリ 15 20 10 2 6 3 6 4 6 0 6 6 11 11 21 11 14 25 0 3 6 16 1 17 6 226
R 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 平均
2009 年 0 20 0 6 6 0 10 10 55 50 20 50 40 20 20 80 45 60 5 5 5 100 18 10 20 26
2010 年 40 110 200 50 60 70 200 40 40 50 100 120 120 120 42 150 45 500 50 60 150 70 120 110 80 108
2011 年 15 20 40 16 15 30 30 8 9 2 50 30 30 30 13 55 6 30 20 10 40 50 22 50 30 26
平均収穫量 18 50 80 24 27 33 80 19 35 34 57 67 63 57 25 95 32 197 25 25 65 73 53 57 43 53
表 2-25　R 村の調査世帯が飼養していた家畜の数と頭数
表 2-26　R 村の調査世帯のトウジンビエの収穫量（束）　（2009 ～ 2011 年）
83
R 村 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y 合計
世帯主による出稼ぎ ○ × × × ○ × ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ 11




調査世帯 a b c d e
1 週間あたりの行商の回数 3 回 3 回 1 回 2 回 行商しない














































の搾乳は朝 7 ～ 8 時頃に 1 回だけ行う世帯と夕
方 19 ～ 20 時頃にもう 1 回行う世帯があり、ヤ
ギの搾乳は朝 7 ～ 8 時頃に 1 回だけ行われてい





い世帯で週 1 回であった（表 2-28）。販売量は
多い世帯で 1 回 20ℓ、少ない世帯で 5ℓであり
（表 2-28）、1ℓあたりおよそ 250 Fcfa で売って
いた。例えば、販売量が多かった世帯 b は 20
ℓの牛乳を週 3 回売っており、1ℓあたりおよ




































得ていた世帯 a の世帯主は、1 回当たり 100 ～
150 Fcfa の料金で R 村の村人の髪の毛を刈って
いた。また、世帯 a の世帯主は R 村の 5 世帯
と理髪に関する契約を交わしていた。その契
約は、契約する世帯の男性全員の髪の毛を 1 年
間刈る報酬としてトウジンビエ 1 束（1 束はお
よそ 300 本の穂であり、トウジンビエの穀実が

















































































6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月






















T 村 N 村
人口※ 1,789 2,272
世帯数※ 256 325
出稼ぎ者の延べ人数 115/240 (48%) 59/240 (25%)
マラブーまたはタリベ 19/240 (8%) 20/240 (8%)
5 年間毎年出稼ぎに行った村人の人数 77/115 (67%) 54/59 (90%)
5 年間同じ出稼ぎ先で同じ労働を行った村人の人数 67/77(87%) 46/54 (85%)
表 2-29　調査村の概要と出稼ぎの状況



















240 名ずつ（17 ～ 29 歳の 80 名、30 ～ 39 歳の
80 名、40 ～ 49 歳の 80 名の 3 つの年齢層に区分）
の合計 480 名に対し、年齢、婚姻の有無、出稼






にした理由は、N 村より人口が少ない T 村に
おいて 240 名以上の調査対象者を見つけること





の終わりである翌年の 5 月までを 1 年と捉えて







数は、240 名中、T 村では 226 名（94 %）、N 村
では 184 名（77 %）であり、両村において多く
の村人が出稼ぎを経験していた。過去 5 年間に
出稼ぎを行った村人（以下、出稼ぎ者）の延
べ人数は、T 村では 240 名中 115 名（48 %）、N













115 名中 77 名（67 %）、 N 村では 59 名中 54 名（90 
%）おり（表 2-29）、特に N 村では出稼ぎ者が
87
表 2-30　年齢別の出稼ぎ者と婚姻の有無
図 2-81　過去 5 年間における出稼ぎ者数の累計
（名）
T　村 N　村
年　齢 既婚 未婚 合計 既婚 未婚 合計
17-29 歳 29 25 54 22 6 28
31-39 歳 37 1 38 23 0 23
40-50 歳 23 0 23 8 0 8
合　計 89 26 115 53 6 59
固定されていた。さらに、5 年間に毎年出稼ぎ
に行った村人のうち T 村の 77 名中 67 名（87 %）、




114 名 54 名（47 %）が、N 村でも 59 名中 28 名
（47 %）が 17 歳から 29 歳の若年層であり（表
2-30）、出稼ぎは主に若年層を中心として行わ
れていた。また、出稼ぎ者のうち T 村では 114
名 89 名（77 %）が、N 村では 59 名中 53 名（90 
%）が婚姻をしており、出稼ぎは主に既婚者に
より行われていた（表 2-30）。出稼ぎ期間の平
均は T 村では 3.6 ヶ月、N 村では 4.2 ヶ月であっ
た。村人は、出稼ぎの期間はその年の収穫や世
帯の経済状況によって決まると述べていた。出
稼ぎは収穫が終わった後の 10 月から 12 月の間
に始まり、11 月に出稼ぎに行った村人が最も
多かった。2011 年や 2012 年のように収穫後す
ぐの時期にタバスキなどの宗教行事がある年
は、それが終わってから出稼ぎに行っていた。
期間が長い村人は 5 月または 6 月まで出稼ぎを
行っていた。先行研究（石本 2012、Hampshire 





　出稼ぎ先の数は、T 村は 32 ヶ所、N 村は 8 ヶ
所であり、T 村の村人の出稼ぎ先が様々な場所
に分散していたのに対し、N 村の村人の出稼ぎ







2-31）。T 村では N 村の主要な出稼ぎ先である












（表 2-31）。一方、N 村の村人はベナンが 60 %、













表 2-31　T 村と N 村の村人の出稼ぎ先とその人数（2007 ～ 2011 年）
国　　外 国　　内（ニ）
T 村（人） N 村（人） T 村（人） N 村（人）
ラゴス（ナ） 22 24 ニアメ 2 0
ワリ（ナ） 0 44 マラディ 8 0
アブジャ（ナ） 205 0 ザンデール 8 0
ダマトゥル（ナ） 5 0 アガデス 13 73
イロリン（ナ） 4 0 アーリット 1 10
ダンジャ（ナ） 1 0 アギエ 4 0
ダウラ（ナ） 5 0 マタメイ 2 0
ダンカマ（ナ） 6 0 ウラファン 10 5
カツィナ（ナ） 18 0 カナンバカチェ 5 0
ビチ（ナ） 1 0 チャドア 1 0
カノ（ナ） 25 0 サルキンアレワ 1 0
ザリア（ナ） 23 0 マザムニ 1 0










国外合計 418 194 国内合計 59 88
（ナ）＝ナイジェリア、（カ）カメルーン、（ベ）ベナン、（チ）＝チャド、（ニ）＝ニジェール

















































































205 件中 166 件（81 %）、N 村の村人がアガデ
スで行った出稼ぎの 73 件中 53 件（73 %）、ワ
リで行った出稼ぎの 44 件中 43 件（98 %）は建





























































































































































































































（Mortimore and Adams 2001）。




































































危機年 回答世帯数 (n=38) 危機の内容 危機の原因 対処行動の内容（複数回答、カッコ内は件数）






ウシの売却 (13)、小家畜の売却 (9)、政府食料支援 (3)、篤志
家からの贈与 (2)、家畜の消費 (2)、国内の出稼ぎ (2)、薪の
販売 (1)、海外への出稼ぎ (1)、借金 (1)、牛乳の販売 (1)、食
料の借用 (1)、備蓄食料の消費 (1)
1990 1 不作 不規則な降水 借金 (1)、国内の出稼ぎ (1)
1992 5 不作 不規則な降水
小家畜の売却 (4)、ウシの売却 (3)、借金 (1)、国内の出稼ぎ (1)、
仕立て屋の収入 (1)
1995 3 不作 不規則な降水 ウシの売却 (2)、小家畜の売却 (2)
1997 2 不作 不規則な降水 ウシの売却 (2)、小家畜の売却 (2)
1998 8 不作 不規則な降水
ウシの売却 (6)、小家畜の売却 (4)、仕立て屋の収入 (1)、食
料の借用 (1)、国内の出稼ぎ (1)、備蓄食料の消費 (1)
1999 1 不作 不規則な降水 借金 (1)、食料借り (1)、送金の受取 (1)、ウシ売却 (1)
2000 1 不作 不規則な降水 ＊記述なし
2002 1 家畜数の減少 感染症 祈祷師厄除け (1)































































政府食料支援 (8)、野草の採集 (7)、国内での出稼ぎ (6)、薪売
り (5)、食料の借用 (3)、篤志家による贈与 (3)、小家畜の売却
(3)、備蓄食料の消費 (2)、ウシの売却 (2)、外国への出稼ぎ (2)、
親戚からの贈与 (2)、送金受取 (1)、借金 (1)




政府食料支援 (8)、食料の借用 (3)、備蓄食料の消費 (3)、国内
での出稼ぎ (2)、小家畜の売却 (2)、借金 (1)、親戚からの贈与 (1)、









食料の借用 (2)、小家畜の売却 (2)、借金 (1)
1996 1 不作 不規則な降水 備蓄食料の消費 (1)
1997 5 不作 不規則な降水
備蓄食料の消費 (2)、小家畜の売却 (2)、国内での出稼ぎ (1)、
ウシの売却 (1)
1998 2 不作 不規則な降水 備蓄食料の消費 (1)、小家畜の売却 (1)
1999 1 不作 不規則な降水 国内での出稼ぎ (1)
2001 1 備蓄食料の消費 (1)、送金受取 (1)、小家畜の売却 (1)















































































































































































































































年代 現地呼称 危機の内容 危機の原因 対処行動
1978 不作 不規則な降水 政府による食料援助授与 (1)









1988 Hinja Diri 不作 不規則な降水 ござ作り (1)
1990 （家族からの）仕送り (1)
1992 借金 (1)、ござ作り (1)
1993 Taru Sasa 不作 不規則な降水 野草や木の実採集 (1)
1999 ござ作り (1)
1991 Kairubaja ize 不作 不規則な降水
1992 ござ作り (1)
1998 ござ作り (1)
1992 不作 病虫害 借金 (1)
1993 Tugu bisa 不作 バッタ被害 （家族からの）仕送り (1)
( マウレイ・クワラゼーノ村 )
年代 現地呼称 危機の内容 危機の原因 対処行動
1973 不作 不規則な降水 木の実などの採集 (1)
1982 Koga 不作 不規則な降水 木の実などの採集 (2)
1983 家畜売却 (1)
1988 他人の畑仕事や薪、草の収集 (2)
1988 Dasai 不作 不規則な降水 木の実などの採集 (1)
1993 不作 不規則な降水 政府による食料援助 (1)
1997 Taru Sasa 不作 不規則な降水 家畜売却 (1)
1998 木の実などの採集 (2)
2005 Koma dogo 感染症 木の皮など煎じて飲む (1)
2007 不作 不規則な降水
他人の畑仕事 (1)、薪や木の実採集 (2)、薪販売 (1)、野
菜栽培 (2)
表 3-3　ザルマ女性が答えた「危機の年」と「危機」の実態とその対処行動
表 3-4　Bo 村・MKZ 村の野菜栽培の状況
  （2008 年 3 月現在）
Bo 村 KKZ 村
村からマーケット
までの歩行距離







































































































































































































































































































???????????République du Niger 
Dépertement de Maradi arrondissement de Tessaou 

















1988 In Tiyale タウア州の少女の歌
1949 Kwajaja 苦しい 1991 Sabi Barkwaka 用心せよ
1953 Ouwal Sani サニの母 1995 Assané アサネという男性
1963 Bakirikiri 不明 1996 Al Kama 小麦粉（配給があった）
1969 Kokoudouma 儲け 1997 Zou Kaou　　　　　不明       　　　           　　　　　 
1971 Zololo 痩せる 2003
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表 3-6　T 村の調査世帯が回答した「危機の年」とその対処行動（25 世帯）
表 3-7　N 村の調査世帯が回答した「危機の年」とその対処行動（25 世帯）
年号 現地呼称 回答世帯数 内  容 原  因 対処行動の内容（複数回答あり、カッコ内は回答件数）　
1942 May Tiya 2 不作
干ばつ 
病害虫被害
採集 (2)、小家畜の売却 (1)、出稼ぎ (1)
1947
Chin Hwara 
May Ganni 3 不作
不規則な降水 
病害虫被害
小家畜の売却 (3)、採集 (3)、出稼ぎ (1)、薪売り (1)
1949 Kwajaja 7 不作
不規則な降水 
病害虫被害
採集 (7)、小家畜の売却 (5)、ウシの売却 (3)、薪売り (2)、
出稼ぎ (1)、糠を食す (1)
1969 Kokoudouma 1 不作 不規則な降水 小家畜の売却 (1)、採集 (1)
1971 Zololo 2 不作 不規則な降水







小家畜の売却 (9)、採集 (4)、出稼ぎ (2)、薪売り (2)、
援助食料の受給 (1)、糠を食す (1)
1974 Jan Dawa 2 不作
不規則な降水 
病害虫被害
小家畜の売却 (2)、援助食料の受給 (2)、採集 (1)
1976 Tachi Birkita 1 不作 病害虫被害 採集 (1)
1981 El Saini 3 不作 不規則な降水
小家畜の売却 (3)、出稼ぎ (2)、援助食料の受給 (2)、小
家畜の売却 (3)、採集 (1)




小家畜の売却 (17)、援助食料の受給 (15)、採集 (14)、
薪売り (9)、出稼ぎ (5)、ウシの売却 (3)、糠を食す (2)、
その他 (3)
1996 Al Kama 1 不作 病害虫被害 出稼ぎ (2)、小家畜の売却 (1)
2003 Wazaka Gayama 1 不作 不規則な降水 小家畜の売却 (1)
2004 Mizakigayamini 1 不作 不規則な降水 小家畜の売却 (1)、援助食料の受給 (1)
2011 Tabana, Bobo 1 不作 病害虫被害 小家畜の売却 (1)
年号 現地呼称 回答世帯数 内  容 原  因 対処行動の内容（複数回答あり、カッコ内は回答件数）　　
1947
Chin Hwara 
May Ganni 3 不作 病害虫被害 採集 (2)、小家畜の売却 (2)、親戚からの贈与 (1)
1949 Kwajaja 2 不作 不規則な降水 小家畜の売却 (2)、採集 (2)、糠の摂取 (2)、物乞い (1)
1963 Bakirikiri 1 不作 不規則な降水 薪売り (1)
1973 Hilli 1 不作 干ばつ 出稼ぎ (1)、小家畜の売却 (1)、援助食料の受給 (1)




出稼ぎ (17)、小家畜の売却 (16)、援助食料の受給 (10)、









出稼ぎ (15)、小家畜の売却 (9)、ウシの売却 (6)、援助
食料の受給 (5)、採集 (5)、糠を食す (4)、薪売り (2)
1988 In Tiyale 1 不作 不規則な降水 薪売り (1)、採集 (1)
1991 Sabi Barkwaka 3 不作 不規則な降水 小家畜の売却 (3)、出稼ぎ (1)、ウシの売却 (1)
1995 Assané 1 不作 不規則な降水 ウシの売却 (1)、小家畜の売却 (1)、採集 (1)
2003 Kaouda Kanka 1 不作 不規則な降水 採集 (1)
2005 呼称不明 1 不作 不規則な降水 出稼ぎ (1)、小家畜の販売 (1)、援助食料の受給 (1)
2009 呼称不明 12 不作 不規則な降水
小家畜の売却 (9)、援助食料の受給 (9)、出稼ぎ (8)、








2011 Tabana , Bobo 15 不作 病害虫被害
出稼ぎ (8)、小家畜の売却 (8)、援助食料の受給 (2)、












































表 3-8　R 村の調査世帯が回答した「危機の年」とその対処行動（25 世帯）
年号 現地呼称 回答世帯数 内  容 原  因 対処行動の内容（複数回答あり、カッコ内は回答件数）　　　　
1949 Kwajaja 1 不作 不規則な降水 ウシの売却 (1)、小家畜の売却 (1)、採集 (1)






ウシの売却 (2)、援助食料の受給 (2)、出稼ぎ (1)、小家








ウシの売却 (3)、小家畜の売却 (3)、援助食料の受給 (3)、
採集 (3)、出稼ぎ (2)、薪売り (1)、糠を食す (1)





ウシの売却 (21)、小家畜の売却 (18)、採集 (10)、糠を









採集 (10)、小家畜の売却 (9)、ウシの売却 (8)、出稼ぎ (6)、
糠を食す (3)、援助食料の受給 (3)、薪売り (2)、畑の売
却 (1)、借金 (1)
1986 Zou Kaou 1 不作 不規則な降水 ウシの売却 (1)、小家畜の売却 (1)、採集 (1)
2003 呼称不明 1 不作 不規則な降水 ウシの売却 (1)、小家畜の売却 (1)、糠を食す (1)
2005 El Kwamousso 3 不作 強風
ウシの売却 (1)、小家畜の売却 (1)、採集 (1)、出稼ぎ (1)、
援助食料の受給 (1)






出稼ぎ (14)、ウシの売却 (3)、小家畜の売却 (3)、援助
食料の受給 (8)、採集 (6)、糠を食す (1)
2010 Tabara 4 不作 病害虫被害 出稼ぎ (4)、ウシの売却 (2)、小家畜の売却 (2)




































































区  分 年 Ｔ村 Ｎ村 Ｒ村
サヘルの大干ばつ 1973 9 件 1 件 2 件
1984 25 件 25 件 25 件
1984 年の直後 1985 回答なし 22 件 15 件
1986 回答なし 22 件 15 件
近年 2009 回答なし 12 件 19 件
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